
（別紙３）

～ 令和8年　3月　31日

（対象者数）28名 （回答者数）28名

～ 令和8年　3月　31日

（対象者数）9名 （回答者数）9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個別支援計画書に明確に記載することで指針を

決めていく。

2

・個別支援計画書作成の際に、具体的な意見や要

望を反映させられるようにする。

3

・よりスムーズに保護者との連携が取れるように

連絡の手段を強化していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・募集は随時行っている。

2

・内部研修をする機会や外部研修を受講する機会

を増やしていく。そのための情報収集も行ってい

く。

3

・事業所単位ではなく、他事業所との連携の中で

日程や内容を決めていく。

○事業所名 サンティパープ吹田教室

○保護者評価実施期間 令和７年　４月　1日

○保護者評価有効回答数

令和７年　４月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　５月　８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・研修などの機会が不足している。 ・日々の業務があるので、日程を設定しにくい

ことがある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・目指していく支援を行うにあたって、職

員の数が若干不足している。

・特に課題と位置づけられることは見当たらな

い。

・より高度な支援が必要と感じる。 ・専門的知識に関して学研修の機会が不足して

いる。

・利用者が自分のやりたいことを自由に選

択できる。

・自由な選択ができるように考える時間をと環

境を提供している。

・保護者の要望を具体的に実現して、寄り

添いながら支援をしていける。

・意見を聞く機会を意図的に増やして設けてい

る。

・送迎が安定している。 ・日程や時間の変更などの要望に素早く対応し

ている。

事業所における自己評価総括表（放課後等デイサービス）公表


